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  【経年変化】
  令和２年度から「好きな先生がいるから」が３．２ポイント増加し、「好きな友だちがいるから」
「クラブ活動や部活動が楽しいから」が減少した。
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図８－２ 学校生活が楽しい理由 

授業が楽しいから クラブ活動や部活動が 
楽しいから 

好きな友だちがいるから 好きな先生がいるから 

いろいろな学校行事が楽しいから 体育館や校庭で遊べるから 
 

図書室などで本がたくさん読めるから 給食がおいしいから 

学級などで自分にふさわしい 
係を任されているから 

その他 

（単位：%） 

３３　　家家族族・・家家庭庭ののこことと
＜＜  家家族族・・家家庭庭へへのの評評価価  ＞＞

問７　家族・家庭のことについてお聞きします。

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

　家族・家庭が安心できる存在・場所かどうか尋ねたところ、「安心できる存在・場所だ」が
７４．４％で最も高い。「安心できる存在・場所だ」と「まあまあ安心できる存在・場所だ」を合わせ
た『安心できる存在・場所だ』は、９７．７％となっている。

　『安心できる存在・場所だ』は、小学生が９８．５％で最も高く、以下、高校生（９７．５％）、中学生
（９７．１％）となっている。

問７（１） 　あなたにとって、家族・家庭は、安心できる存在・場所ですか。一つ選んでください。

　『安心できる存在・場所だ』は、高校生女子が９９．４％で最も高い。小学生及び中学生は男子
のほうが女子よりも高い。
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図９－１ 家族・家庭への評価（Ｎ＝１，１１７）

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ 

あまり安心できない存在・場所だ 安心できない存在・場所だ 
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図９－２ 家族・家庭への評価（Ｎ＝１，１１７）

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ 

あまり安心できない存在・場所だ 安心できない存在・場所だ 
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  【経年変化】

　『安心できる存在・場所だ』は、やや増加している。
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図９－３ 家族・家庭への評価 

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ 

あまり安心できない存在・場所だ 安心できない存在・場所だ 

＜＜  家家族族ととのの会会話話のの頻頻度度  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

　あなたは、家族とよく話をしますか。一つ選んでください。

　家族とよく話をするかについて尋ねたところ、「よくする」が７０．５％で最も高い。「よくする」と
「どちらかといえばする」を合わせた『する』は、９３．４％となっている。

　『する』は、中学生が９４．４％で最も高く、以下、小学生(９４．２％)、高校生（９１．５％）となって
いる。

　『する』は、小学生女子が９７．８％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも、女
子のほうが男子よりもポイントが高い。
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よくする どちらかといえばする どちらかといえばしない しない 
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  【経年変化】

　『安心できる存在・場所だ』は、やや増加している。
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図９－３ 家族・家庭への評価 

安心できる存在・場所だ まあまあ安心できる存在・場所だ 

あまり安心できない存在・場所だ 安心できない存在・場所だ 

＜＜  家家族族ととのの会会話話のの頻頻度度  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

　あなたは、家族とよく話をしますか。一つ選んでください。

　家族とよく話をするかについて尋ねたところ、「よくする」が７０．５％で最も高い。「よくする」と
「どちらかといえばする」を合わせた『する』は、９３．４％となっている。

　『する』は、中学生が９４．４％で最も高く、以下、小学生(９４．２％)、高校生（９１．５％）となって
いる。

　『する』は、小学生女子が９７．８％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも、女
子のほうが男子よりもポイントが高い。
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  【経年変化】

　『する』は、ほぼ横ばいとなっている。
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＜＜  家家族族ととのの行行事事のの頻頻度度  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７（３）   家族で何か行事をしていますか。一つ選んでください。

　家族で行事をするかについて尋ねたところ、「よくする」が６０．１％で最も高い。「よくする」と「ど
ちらかといえばする」を合わせた『する』は、９１．８％となっている。

　『する』は、小学生が９５．０％で最も高く、以下、中学生(９１．８％)、高校生（８８．１％）となって
いる。

　『する』は、小学生女子が９７．３％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも、女
子のほうが男子よりも高い。
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図１１－１ 家族との行事（Ｎ＝１，１１４） 
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  【経年変化】

　『する』は、ほぼ横ばいとなっている。
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図１０－３ 家族との会話 

よくする どちらかといえばする どちらかといえばしない しない 

＜＜  家家族族ととのの行行事事のの頻頻度度  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７（３）   家族で何か行事をしていますか。一つ選んでください。

　家族で行事をするかについて尋ねたところ、「よくする」が６０．１％で最も高い。「よくする」と「ど
ちらかといえばする」を合わせた『する』は、９１．８％となっている。

　『する』は、小学生が９５．０％で最も高く、以下、中学生(９１．８％)、高校生（８８．１％）となって
いる。

　『する』は、小学生女子が９７．３％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも、女
子のほうが男子よりも高い。
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＜＜  おお手手伝伝いいのの頻頻度度  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７（４）   あなたは、お手伝いをしていますか。一つ選んでください。

　お手伝いについて尋ねたところ、「ときどきしている」が５４．７％で最も高い。「いつもしている」
と「ときどきしている」を合わせた『する』は、８０．７％となっている。

　『する』は、小学生が８２．２％で最も高く、以下、中学生(８１．３％)、高校生（７８．２％）となって
いる。

　『する』は、小学生女子が８５．８％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも、女
子のほうが男子よりも５ポイント以上高い。
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＜＜  家家族族ととのの人人生生やや将将来来のの会会話話のの頻頻度度  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７（５）   あなたは、家族と人生や将来について話をしていますか。一つ選んでください。

　家族と将来について話をするかについて尋ねたところ、「ときどきしている」が４９．６％で最も高
い。「何度もしている」と「ときどきしている」を合わせた『している』は、７３．０％となっている。

　『している』は、高校生が８２．５％で最も高く、以下、中学生(７３．９％)、小学生（６３．４％）と
なっている。

　『している』は、高校生女子が８８．９％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも
女子のほうが男子よりも３ポイント以上高い。
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図１３－１ 人生や将来についての話（Ｎ＝１，１１６） 
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＜＜  おお手手伝伝いいのの頻頻度度  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７（４）   あなたは、お手伝いをしていますか。一つ選んでください。

　お手伝いについて尋ねたところ、「ときどきしている」が５４．７％で最も高い。「いつもしている」
と「ときどきしている」を合わせた『する』は、８０．７％となっている。

　『する』は、小学生が８２．２％で最も高く、以下、中学生(８１．３％)、高校生（７８．２％）となって
いる。

　『する』は、小学生女子が８５．８％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも、女
子のほうが男子よりも５ポイント以上高い。
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図１２－１ お手伝いの頻度（Ｎ＝１，１１６） 
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図１２－２ お手伝いの頻度（Ｎ＝１，１１６） 
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＜＜  家家族族ととのの人人生生やや将将来来のの会会話話のの頻頻度度  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問７（５）   あなたは、家族と人生や将来について話をしていますか。一つ選んでください。

　家族と将来について話をするかについて尋ねたところ、「ときどきしている」が４９．６％で最も高
い。「何度もしている」と「ときどきしている」を合わせた『している』は、７３．０％となっている。

　『している』は、高校生が８２．５％で最も高く、以下、中学生(７３．９％)、小学生（６３．４％）と
なっている。

　『している』は、高校生女子が８８．９％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも
女子のほうが男子よりも３ポイント以上高い。
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図１３－１ 人生や将来についての話（Ｎ＝１，１１６） 
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＜＜  家家族族ととのの約約束束ごごとと  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　あなたは、毎日の生活について、家族と約束ごとをしていることがありますか。あて
はまるものをいくつでも選んでください。　ない場合は、13を選んでください。

　家族との約束ごとについて尋ねたところ、「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」が
４２．８％で最も高く、以下、「お金のこと」（３８．９％）、「ゲームのこと」（３５．８％）などとなってい
る。

　小学生では、「ゲームのこと」が５９．６％で最も高い。以下、「スマートフォン・携帯電話やイン
ターネットのこと」（５３．６％）、「お金のこと」（４４．３％）などとなっている。
　中学生では、「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」が５１．８％で最も高い。以下、
「お金のこと」（３９．２％）、「ゲームのこと」（３５．５％）などとなっている。
　高校生では、「約束ごとはない」が３５．５％で最も高い。以下、「お金のこと」（３２．７％）、「ス
マートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（２１．３％）などとなっている。
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図１４－１ 家族との約束ごと（Ｎ＝１，１１６） 

全体 小学生 中学生 高校生 

　【属性別集計結果】

〈小学生男子〉 〈小学生女子〉
「ゲームのこと」（６３．７％）

「ゲームのこと」（５５．２％）
「勉強のこと」（４２．８％） 「お金のこと」（５０．３％）

〈中学生男子〉 〈中学生女子〉

「お金のこと」（３８．６％）
「ゲームのこと」（３６．４％） 「帰宅時間のこと」「ゲームのこと」（３４．４％）

〈高校生男子〉 〈高校生女子〉
「約束ごとはない」（４０．５％） 「お金のこと」（３４．０％）
「お金のこと」（３１．６％）

　小学生男子、小学生女子、中学生男子、中学生女子、高校生男子、高校生女子それぞれの割
合が高い順に３つあげると、以下のようになっている。

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（６４．５％）

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（４３．８％）

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（４３．２％） 「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（６３．８％）

「お金のこと」（４０．０％）

「約束ごとはない」（２９．６％）
「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（１５．３％） 「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（２８．４％）

36.3  

27.9  

42.8  

5.0  

22.9  

27.4  

28.4  

25.4  

43.8  

63.7  

38.8  

2.5  

8.5  

37.7  

27.9  

32.8  

5.5  

29.5  

21.9  

29.5  

21.9  

64.5  

55.2  

50.3  

1.6  

4.4  

24.1  

20.0  

30.0  

6.4  

24.1  

23.6  

15.0  

16.8  

43.2  

36.4  

38.6  

0.5  

19.1  

23.1  

34.4  

33.8  

4.4  

32.5  

25.6  

22.5  

16.9  

63.8  

34.4  

40.0  

2.5  

11.9  

11.1  

8.9  

12.1  

2.1  

13.2  

11.6  

10.5  

7.9  

15.3  

11.6  

31.6  

0.5  

40.5  

11.7  

22.2  

11.7  

3.7  

20.4  

18.5  

12.3  

13.0  

28.4  

8.6  

34.0  

0.0  

29.6  

0% 20% 40% 60% 80%

起床、就寝時間のこと 

帰宅時間のこと 

勉強のこと 

服装のこと 

あいさつや言葉づかいのこと 

食事のこと 

友だちのこと 

手伝いのこと 

スマートフォン・携帯電話やイン

ターネットのこと 

ゲームのこと 

お金のこと 

その他 

約束ごとはない 

図１４－２ 家族との約束ごと（Ｎ＝１，１１６） 
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＜＜  家家族族ととのの約約束束ごごとと  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　あなたは、毎日の生活について、家族と約束ごとをしていることがありますか。あて
はまるものをいくつでも選んでください。　ない場合は、13を選んでください。

　家族との約束ごとについて尋ねたところ、「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」が
４２．８％で最も高く、以下、「お金のこと」（３８．９％）、「ゲームのこと」（３５．８％）などとなってい
る。

　小学生では、「ゲームのこと」が５９．６％で最も高い。以下、「スマートフォン・携帯電話やイン
ターネットのこと」（５３．６％）、「お金のこと」（４４．３％）などとなっている。
　中学生では、「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」が５１．８％で最も高い。以下、
「お金のこと」（３９．２％）、「ゲームのこと」（３５．５％）などとなっている。
　高校生では、「約束ごとはない」が３５．５％で最も高い。以下、「お金のこと」（３２．７％）、「ス
マートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（２１．３％）などとなっている。
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図１４－１ 家族との約束ごと（Ｎ＝１，１１６） 

全体 小学生 中学生 高校生 

　【属性別集計結果】

〈小学生男子〉 〈小学生女子〉
「ゲームのこと」（６３．７％）

「ゲームのこと」（５５．２％）
「勉強のこと」（４２．８％） 「お金のこと」（５０．３％）

〈中学生男子〉 〈中学生女子〉

「お金のこと」（３８．６％）
「ゲームのこと」（３６．４％） 「帰宅時間のこと」「ゲームのこと」（３４．４％）

〈高校生男子〉 〈高校生女子〉
「約束ごとはない」（４０．５％） 「お金のこと」（３４．０％）
「お金のこと」（３１．６％）

　小学生男子、小学生女子、中学生男子、中学生女子、高校生男子、高校生女子それぞれの割
合が高い順に３つあげると、以下のようになっている。

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（６４．５％）

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（４３．８％）

「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（４３．２％） 「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（６３．８％）

「お金のこと」（４０．０％）

「約束ごとはない」（２９．６％）
「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（１５．３％） 「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」（２８．４％）
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図１４－２ 家族との約束ごと（Ｎ＝１，１１６） 
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  【経年変化】
　「約束ごとはない」は減少している一方、「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」、
「ゲームのこと」、「お金のこと」は増加している。
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図１４－３ 家族との約束ごと 

起床、就寝時間のこと 帰宅時間のこと 

勉強のこと 服装のこと 

あいさつや言葉づかいのこと 食事のこと 

友だちのこと 手伝いのこと 

スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと ゲームのこと 

お金のこと その他 

約束ごとはない 

（単位：%） 

＜＜家家族族やや家家庭庭にに大大切切ななもものの＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問７（７）
　あなたは、家族や家庭には何が大切だと思いますか。もっとも大切だと思うもの
を、一つ選んでください。

　家族や家庭に大切なものについて尋ねたところ、「安心できる存在・場所であること」が
４７．６％で最も高く、以下、「お互いに信頼し合えること」「衣食住など日常生活を支えてくれるこ
と」（ともに１３．８％）などとなっている。

　小学生、中学生、高校生のいずれも、「安心していられる存在・場所であること」（小学生：
４３．３％、中学生：４４．２％、高校生：５５．９％）の割合が最も高い。
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図１５－１ 家族や家庭に大切なもの（Ｎ＝１，１０６）

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること 

いざというとき力になってくれること その他 
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  【経年変化】
　「約束ごとはない」は減少している一方、「スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと」、
「ゲームのこと」、「お金のこと」は増加している。
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図１４－３ 家族との約束ごと 

起床、就寝時間のこと 帰宅時間のこと 

勉強のこと 服装のこと 

あいさつや言葉づかいのこと 食事のこと 

友だちのこと 手伝いのこと 

スマートフォン・携帯電話やインターネットのこと ゲームのこと 

お金のこと その他 

約束ごとはない 

（単位：%） 

＜＜家家族族やや家家庭庭にに大大切切ななもものの＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問７（７）
　あなたは、家族や家庭には何が大切だと思いますか。もっとも大切だと思うもの
を、一つ選んでください。

　家族や家庭に大切なものについて尋ねたところ、「安心できる存在・場所であること」が
４７．６％で最も高く、以下、「お互いに信頼し合えること」「衣食住など日常生活を支えてくれるこ
と」（ともに１３．８％）などとなっている。

　小学生、中学生、高校生のいずれも、「安心していられる存在・場所であること」（小学生：
４３．３％、中学生：４４．２％、高校生：５５．９％）の割合が最も高い。
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図１５－１ 家族や家庭に大切なもの（Ｎ＝１，１０６）

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること 

いざというとき力になってくれること その他 
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　【属性別集計結果】

  【経年変化】

　「安心できる存在・場所であること」が、どの調査年度においても高い割合を占めている。

　「いざというときに力になってくれること」は、小学生、中学生、高校生のいずれも、女子のほう
がポイントが高い。
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図１５－２ 家族や家庭に大切なもの（Ｎ＝１，１０６） 

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること 

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること 

いざというとき力になってくれること その他 

45.9  

49.5  

49.6  

46.7  

45.0  

47.6  

14.9  

13.2  

13.8  

14.4  

16.1  

12.4  

11.8  

13.1  

12.4  

9.2  

14.6  

13.8  

14.0  

13.5  

11.9  

14.4  

11.7  

13.8  

12.3  

9.2  

10.4  

13.9  

11.4  

10.7  

1.1  

1.4  

1.9  

1.4  

1.2  

1.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H24

H26

H28

H30

R2

R4

図１５－３ 家族や家庭に大切なもの 

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること 

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること 

いざというとき力になってくれること その他 

４４　　自自分分ののこことと
＜＜  自自己己へへのの評評価価  ＞＞

問８　あなた自身のことについてお聞きします。

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問８（１） 　あなたは自分のことが好きですか。一つ選んでください。

　自分のことが好きかどうか尋ねたところ、「どちらかといえば好き」が４４．３％で最も高い。
「好き」と「どちらかといえば好き」を合わせた『好き』は、６７．４％となっている。

　『好き』は、中学生が６８．４％で最も高く、以下、小学生（６８．２％）、高校生（６５．４％）と
なっている。

　『好き』は、小学生男子が７４．６％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも、
男子のほうが女子よりも高い。
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図１６－１ 自己への評価（Ｎ＝１，１１４） 

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい 
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図１６－２ 自己への評価（Ｎ＝１，１１４） 

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい 




